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2018年10月から 順次対応 ⇒ 2020年10月 15社 対応（予定）

STEP１ 生命保険料控除証明書の電子データ化（ｘｍｌファイル化）

2020年10月から 順次対応 ⇒ 2020年10月 ９社 対応（予定）

年末調整
手続

STEP２ 生命保険料控除証明書の電子データのマイナポータル連携

年末調整・確定申告の電子化・自動化に向けた生命保険業界の取組

１

所得税法上の所得控除のひとつで、生命保険に加入して保険料を支払うと、その支払保険料に応じて一定の額がその年の契約者（保険
料負担者）の所得から差し引かれる。これを生命保険料控除といい、所得税・住民税それぞれで控除を受けることができる。
生命保険料控除を受けるためには、支払保険料を証明する必要があるため、保険会社は契約者宛には「生命保険料控除証明書」を発
行し、勤務先宛には「年末調整データ」を発行している。

生命保険料控除証明書とは

※生保協会内アンケート（令和１年７月実施）をもとに集計
※国税庁からのアンケート（令和１年１１月実施）回答の業界内数値の集計

生命保険業界では、以下の対応を順次実施中

従業員
（給与のみ取得者等）

勤務先

確定申告
手続

従業員以外
（個人事業主等）

生命保険料控除証明書

紙 提供
＋

電子データ 提供

年末調整データ

STEP１

勤務先から申告

個人で申告STEP２ マイナポータル
連携
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